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１）　　二酸化炭素排出量の削減に努めます。

２）　　廃棄物の削減 ・分別の徹底 ・リサイクル推進に努めます。

３）　　水使用量の削減に努めます。

４）　　環境負荷の少ない原材料の使用に努めます。　

５）　　当社に関連する環境関連法規や条例等を遵守します。　　

６）　　地域貢献と環境保全に努めます。　

７）　　環境に配慮した工事施工、無事故、苦情ゼロをめざします。

８）　　環境経営の継続的改善を誓約します。

９）　　環境経営方針は、従業員全員及び協力会社等に周知し、広く一般に公開します。　　

制定日 　　　　2022年　　 9月　　1日

岡 﨑 建 工 株 式 会 社 

代表取締役社長 岡﨑　毅

           1. 環　境　経　営　方　針

基本理念

　岡﨑建工株式会社は、地域環境の保全とその継承の重要性を認識し、緑化建設、ビルメンテナンス、
指定管理者としての事業を通じ、お客様及び地域社会に貢献することを理念とし、これまでの事業経験
を生かし、継続的な環境保全活動に取り組みます。

行動指針

　当社の業務運営に関わる環境影響を常に認識し、自主的・積極的に環境負荷の低減を図るために、以
下の事項を重点的に取り組みます。
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本社：福岡県北九州市小倉北区下到津5丁目9番22号

長崎営業所：長崎市上町４番３７号

担 当 者 連 絡 先

岡﨑建工　株式会社

代表取締役社長　岡﨑　毅

緑化建設事業部

統括部

井手　一

中鳥　修一

環 境 管 理 責 任 者

2.組織の概要及び認証・登録の対象範囲

(1)事業所名及び代表者

(2)所在地

(3)環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

1.組織の概要

(6)事業年度

E-mail　:　okazaki-kenko.co.jp

(4)事業内容

造園・土木工事(造成・整備・植栽)

（一般廃棄物収集運搬許可）　福岡県　許可番号　北九一廃 第052号

(5)事業規模

施設管理(公共施設・民間)

維持管理(公共施設・民間)

（建設業許可）造園工事業・土木工事業　福岡県知事　特-2　52957

（産業廃棄物収集運搬許可）　福岡県　許可番号第07600033798号

5,000万円

TEL　:　093-581-4327 FAX　:　093-581-4632

174名（対象事業所）

事務所床面積 230.8m2（本社）

従業員

長崎営業所は、4年以内に拡大予定です。

試行期間：1億8,757万円

建物並びに施設の清掃維持管理業務

ビルの総合管理及び機械設備の保安管理

建物、ビル施設の警備業務

(1)事業活動

(2)対象事業所

建設業(造園工事・土木工事)・ビルメンテナンス事業・指定管理施設の運営

本社

昭和58年4月15日

2.認証・登録の対象範囲

売上高 9億2,000万円(2021年度）

9月～8月

法人設立年月日

資本金　

２



　・環境への取組を実施する資源の提供、全体の評価と見直し

　・電力、ガソリン等の使用量、廃棄物、水使用量等の管理

　・緊急事態・防火対応

　・各現場の巡回と指導

　・緊急事態・防火対応

　・環境経営の教育

【ﾋﾞﾙﾒﾝﾃﾅﾝｽ部門責任者】 　・部門におけるＥＡ21の遂行管理

　・環境経営の教育

【緑化部門責任者】 　・部門におけるＥＡ21の遂行管理

【EA21事務局】 　・EA21文書及び記録の管理と保管

 【環境管理責任者】 　・全体の把握、環境経営システムを構築、運用しその状況を

　　社長に報告

【EA21委員会】 　・EA21定例会議（3ヶ月1回）の開催

　　3ヶ月（1期毎）1回開催し、目標の達成状況及び環境活動

　  計画の実行状況と結果の審議　

担当者氏名 役割・権限・責任

【代表取締役社長】 　・全体統括・環境経営方針の制定

           3.実 施 体 制

代表取締役社長

EA21委員会

環境管理責任者

EA21事務局総括部

現場員施設管理職員

ﾋﾞﾙﾒﾝﾃﾅﾝｽ事業部 緑化事業部

EA21担当 EA21担当

３



2022.9～11月

（試行期間）

（0.5％） （0.5％） （1.0％） （1.5％）

（0.5％） （0.5％） （1.0％） （1.5％）

（0.5％） （0.5％） （1.0％） （1.0％）

（0.5％） （0.5％） （1.0％） （1.5％）

（0.5％） （0.5％） （1.0％） （1.5％）

（0.5％） （0.5％） （1.0％） （1.5％）

（0.5％） （0.5％） （1.0％） （1.5％）

（0.5％） （0.5％） （1.0％） （1.5％）

ml

（0.5％） （0.5％） （1.0％） （1.5％）

注1．購入電力の二酸化炭素排出係数は、0.391ｋｇ-CO2/kWh(九州電力㈱)及び0.432ｋｇ-CO2/kWh(エバーグリーンマーケティング㈱)を用いた

環境経営目標 単位

基準年度 目　　標

2021年度
2021年

（３ヶ月）
2022年度 2023年度 2024年度

153,861 153,084

電力使用量の削減 ｋＷｈ 254,169 65,207
64,881 252,898 250,369 249,105

二酸化炭素排出量の削減 ㎏-ＣＯ₂ 155,415 39,598
39,400 154,638

15,905 15,825

軽油使用量の削減 ℓ 5,895 1,143
1,137 5,865 5,836 5,806

ガソリン使用量の削減 ℓ 16,066 3,952
3,932 15,986

249 248

一般廃棄物排出量の削減 kg 552,692.00 131,165
130,509 549,929 547,165 544,402

灯油油使用量の削減 ℓ 252 63
63 251

26,027 25,896

水使用量の削減 ㎥ 1,087 330
328以下 1,082以下 1,076以下 1,071以下

産業廃棄物排出量の削減 kg 26,290.00 6,573
6,540 26,159

0件/月 0件/月

化学物質使用量の削減 11,070 2,768
2,754以下 11,015以下 10,959以下

1回/月 1回/月

4.　環境経営目標

会社周辺の清掃 回 12/年 1回/月 1回/月 1回/月

10,904以下

自らが提供するサービスの改善
事故防止、苦情削減

件 0件/年 0件/月 0件/月 0件/月

 ４



不要な照明の消灯

昼休みの消灯

空調の温度設定を行う

冷房28℃暖房22℃

残業・休日出勤の抑制

アイドリングストップ

急発進・急加速・急停止の禁止

車両点検整備の徹底

(オイル交換・タイヤ空気圧等)

アイドリングストップ

急発進・急加速・急停止の禁止

車両点検整備の徹底

(オイル交換・タイヤ空気圧等)

暖房温度の適正管理

部屋を空ける時は、火を必ず消す

廃棄物の分別の徹底

コピー用紙の削減(電子化・両面コピー・裏紙利用)

廃棄物の分別の徹底

電子マニフェストによる適正処理

節水の徹底

水漏れ点検(四半期ごとにメーター確認)

品目検討、購入管理

適正管理

統括部

緑化事業部

3 水使用量の削減 統括部水使用量

2
廃棄物の削減・分別の徹底

・リサイクル推進

統括部

緑化事業部産業廃棄物

一般廃棄物

統括部

自らが提供するサービスの改善

4 .化学物質使用量の削減 緑化事業部造園用薬品

地域貢献と環境保全

5 事故防止、苦情削減

6 会社周辺の清掃実施(月1回)

環境経営計画項目

５.　環境経営計画

1 二酸化炭素排出量の削減

灯油使用量 統括部

電気使用量

ガソリン使用量

軽油使用量 統括部

統括部

取組内容
担当部門
(担当者)

統括部

  ５



（１）環境経営目標と実績

通年：
2021/9～
2022/8

2021年
（３ヶ月）

目標値
(3ヵ月)
(0.5％)

実績値
(3ヵ月)

対目標比
(%)

達成
区分

kg-CO₂ 全体 155,415 39,598 39,400 41,326 104 △

電力使用量 kWh 全体 254,169 65,207 64,880 59,281 91.3 〇

ガソリン使用量 ℓ 全体 16,066 3,952 3,932 5,369 136 ×

軽油使用量 ℓ 全体 5,895 1,143 1,137 1,537 135 ×

灯油使用量 ℓ
指定
管理

252 63 0.0 0.0 100 〇

一般廃棄物 ｋｇ 全体 552,692 131,165 130,509 160,163 122 ×

産業廃棄物 ｋｇ 現場 26,290 6573 6540 4,300 65.7 〇

3 m3 事務所 1,087 330 328 401.5 122 ×

4 ml 造園 11070 2768 2754 2,350 85 〇

５ 件 全体 0件/年 0件/月 0件/月 0件/月 100 〇

６ 回 事務所 12/年 1回/月 1回/月 1回/月 100 〇

達成区分　〇：100%以下、△：110%以下、ｘ：110%より大

化学物質使用量の削減

自らが提供するサービスの改善
事故防止、苦情削減

2
廃棄物排出量

の削減

会社周辺の清掃

二酸化炭素排出量の削減

水使用量の削減

６．環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果及びその評価

サイト
区分

単位

試行期間(3ヵ月)　　　　　2022/9～2022/11
基準年

2021年度

項目

1

 ６



目標値に対し、91.3%で達成できた。

目標値に対し、136%と大幅に上回った。

目標値に対し、135%と大幅に上回った。

（２）環境経営活動の取組結果及びその評価

環境経営計画項目 取組内容の結果とその評価

電気使用量

ガソリン使用量

5 自らが提供するサービスの改善
期間中、事故及ぶ苦情も発生しなかった。引き続き防止に努め
る。

6 地域貢献と環境保全 会社周辺の清掃実施(月1回)した。

水使用量の削減

.化学物質使用量の削減

1
二酸化炭素排出量

の削減

灯油使用量

3

4

軽油使用量

2
廃棄物の削減・

分別の徹底
・リサイクル推進

一般廃棄物

産業廃棄物

目標値に対し、119.1%と大幅に上回った。仕事量に変動がある
ため、未達となったが、管理を行い排出量の抑制に努める。

目標値に対し、65.7％と達成しているが、。仕事量に変動がある
ため、引き続きしっかり管理を行い排出量の抑制に努める。

目標値に対し、122%と僅かにに上回った。施設での大規模イベ
ントの影響による。今後も節水を呼びかけ、意識の醸成に努め
る。
目標値に対し、85%と達成している。使用量としては、少量では
あるが、適正な管理を行い使用量の抑制に努める。

空調の温度設定、不要な照明の消灯、残業・休日出勤の抑制など
の節電を意識した活動が始動し、効果が認められる。

営業訪問を拡充するため、営業車両が昨年より増加していること
が大きな要因である。アイドリングストップ、急発進・急加速・
急停止、車両点検整備等を引き続き励行し削減に努める。

アイドリングストップ、急発進・急加速・急停止、車両点検整備
等を引き続き励行し削減に努める。

９月から１１月は、灯油の使用がないため目標達成。暖房温度の
適正管理などに務める。

 ７



（１）環境経営目標

基準年度

（0.5％） （1.0％） （1.5％）

（0.5％） （1.0％） （1.5％）

（0.5％） （1.0％） （1.0％）

（0.5％） （1.0％） （1.5％）

（0.5％） （1.0％） （1.5％）

（0.5％） （1.0％） （1.5％）

（0.5％） （1.0％） （1.5％）

（0.5％） （1.0％） （1.5％）

ml

（0.5％） （1.0％） （1.5％）

（２）環境経営計画

５.環境経営計画の記載の一覧表の計画に基づき、引き続き活動を実施するものとする。

７.　次年度の取組内容（環境経営目標及び環境経営計画）

環境経営目標 単位

中期計画

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

153,861 153,084

電力使用量の削減 ｋＷｈ 254,169
252,898 250,369 249,105

二酸化炭素排出量の削減 ㎏-ＣＯ₂ 155,415
154,638

15,905 15,825

軽油使用量の削減　 ℓ 5,895
5,866 5,836 5,807

ガソリン使用量の削減　 ℓ 16,066
15,986

248

一般廃棄物排出量の削減 kg 552,692
549,929 547,165 544,402

灯油油使用量の削減 ℓ 252
251

産業廃棄物排出量の削減 kg 26,290
26,159

249

水使用量の削減 ㎥ 1,087
1,082 1,076

11,070
11,015 10,959

26,027 25,896

1,071

1回/月 1回/月

環境経営目標に対して、試行期間の実績は、ガソリン及び軽油ともに大幅に増加したが、車両が前年より増えたため
の結果であるため、今期は様子を見て、来期より見直しを行っていく。

会社周辺の清掃 回 12/年 1回/月

10,904

自らが提供するサービスの改善
事故防止、苦情削減

件 0件/年 0件/月 0件/月 0件/月

化学物質使用量の削減

 ８



８.環境関連法規等の取りまとめと順守評価

環境関連法規（廃掃法、消防法、フロン排出抑制法等）などの一覧

及びそれらの遵守状況を確認した結果、環境関連法規への違反は

ありませんでした。

また、関係当局よりの違反の指摘、利害関係者からの訴訟等もあり

ませんでした。

９.代表者による全体の取組状況の評価及び見直し結果・指示

全体の評価として、月々の仕事量に応じて各項目毎に変動は生じるが、

二酸化炭素の削減に向けて社員一人一人が積極的に環境活動への取組

を行った。その結果、概ね目標を達成出来た。

特に電気使用量の削減について、電力使用量、電灯使用量ともに

概ね目標を達成している為、二酸化炭素排出量の削減に繋がり、効率的

な消費が認められる。引き続き節電に努め、次年度では更なる削減を

目指していきたい。

　また将来的に、環境活動と併用して売上高に対する効率指標を目標とする。

　全体の見直しとして、試行運用期間で目標値を大幅に上回ったガソリン

使用量や軽油使用量について、これらの要因は、低燃費車両への移行が

行えなかった事や車両が増えたことにことが原因であるが、今期の実績の

様子を見ることとし、次回見直しを行うこととする。

今後も引き続き社員一人一人が環境活動への自覚を持って行動し、

効率化を目指す努力をしていきたい。

 ９


